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一

長
い
間
の
念
願
で
あ
り
ま
し

た
し
尿
じ
ん
か
い
処
理
場
の
建

設
が
き
ま
り
、
十
月
十
二
日
の

佳
日
に
来
賓
、
地
主
な
ど
の
多

数
の
ご
出
席
を
え
て
盛
大
に
起

工
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

○
・
・
…
こ
の
処
理
場
は
、
地
理

的
に
も
、
行
政
的
に
も
、
極
め

て
関
係
心
深
い
十
王
町
と
の
共

同
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
も

の
で
す
が
、
昭
和
三
十
六
年
よ

り
両
巾
町
の
協
議
に
よ
り
、
し

尿
処
理
場
建
設
委
員
会
を
設
置

し
て
、
共
体
的
な
建
設
計
画
を

准
め
て
き
ま
し
た
が
、
敷
地
の

確
保
、
汚
物
処
理
に
対
す
る
旧

来
の
因
習
な
ど
に
よ
り
な
か
な

か
敷
地
決
定
ま
で
に
は
幾
多
の

困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

昨
年
の
十
二
月
に
安
良
川
地
区

の
地
元
の
み
な
さ
ん
の
非
常
な

る
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、
大

字
安
艮
川
圷
地
内
に
、
二
千
九

三
三
坪
の
敷
地
が
、
建
設
予
定

地
と
し
て
内
定
を
見
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

○
・
：
：
そ
の
後
敷
地
の
決
定
に

よ
り
、
建
設
計
画
も
急
速
に
進

翠
、
今
年
の
三
月
二
日
に
従
来

の
防
疫
組
合
の
規
約
を
一
部
改

正
し
て
、
し
尿
じ
ん
か
い
処
理

場
の
建
設
と
運
営
を
共
同
で
行

う
た
め
に
「
高
萩
市
及
び
十
王

町
衛
生
組
合
」
を
設
立
し
、
両

市
町
の
負
担
に
よ
る
、
し
尿
じ

ん
か
い
処
理
場
の
建
設
が
決
定

し
ま
し
た
。

○
：
・
・
・
こ
の
建
設
事
業
は
、
環

境
衛
生
施
設
整
備
緊
急
五
ヶ
年

計
一
画
に
基
く
、
補
助
事
業
で
、
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昭
和
四
十
年
、
四
十
一
年
の
二

ヶ
年
継
続
事
業
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
要
す

る
経
費
は
、
用
地
費
四
四
○
万

円
、
建
設
費
九
千
二
四
八
万
円

計
九
千
六
八
八
万
門
で
事
務
費

な
ど
を
含
め
る
と
、
約
一
億
円

の
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。

○
・
・
…
・
施
設
の
規
模
は
、
し
尿
》
、
１
１
１
‐
ｉ
‐
１
１
；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
‐
４

処
理
場
で
、
処
理
人
口
一
日
三
》
広
報
メ
モ
一

万
三
千
人
を
対
象
と
し
て
、
三
《
・
’
１
１
’
’

六
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
じ
ん
か
い
ヤ
い
よ
い
よ
師
走
の
月
に
は
い

一
湖
》
一
帯
雷
》
一
一
》
一
課
母
一

焼
却
場
は
三
万
人
を
対
象
と
し

て
一
日
一
五
ト
ン
の
・
コ
ミ
を
処

理
す
る
能
力
を
も
っ
て
お
り
ま

す
。
○
；
…
・
建
設
は
水
処
理
メ
ー
カ
》
配
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
と
し
て
有
名
な
栗
田
工
業
株
〉
さ
て
十
二
月
は
、
一
年
の
総
垂
ろ
準
備
を
と
と
の
え
ま
し
よ
う

式
会
社
と
請
負
契
約
を
結
び
、
決
算
の
月
に
当
た
り
ま
す
、
あ
施
設
も
、
「
ク
リ
タ
パ
マ
ー
ク
ま
り
押
し
つ
ま
ら
な
い
弓
ち
に

式
」
し
尿
処
理
装
置
と
し
て
、
年
を
越
し
、
新
し
い
年
を
迎
え

焼
却
炉
も
「
ク
リ
タ
交
互
焚

炉
」
で
準
機
械
式
の
焼
却
炉
が
〉
と
く
に
お
歳
暮
な
ど
の
プ
ラ
ン

／

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
託
は
早
め
に
す
ま
せ
て
お
く
。

環
境
の
整
備
な
ど
、
近
代
的
な
一
の
運
動
も
、
こ
と
し
で
十
五
回

特
に
設
計
に
当
っ
て
は
、
臭
気
一
日
か
ら
は
今
年
も
歳
末
た

の
除
去
と
汚
物
の
完
全
乾
燥
の
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
す

施
設
、
場
内
の
造
園
化
に
よ
る
二
十
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ

衛
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
計
画
》
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
缶
か
い
義
援
金
は
、
明
る
い
お
正

は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
の
処
理
も
三
別
扱
い
が
始
ま
り
ま
す
か
ら
、

○
・
・
・
・
：
施
設
の
完
成
予
定
は
四
月
を
過
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

十
一
年
十
月
三
十
日
と
な
っ
て
一
助
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

お
り
ま
す
、
完
成
後
は
、
し
尿
十
五
日
か
ら
年
賀
郵
便
の
特

完
全
に
行
わ
れ
、
環
境
衛
生
の
《
で
き
る
だ
け
早
目
に
す
ま
せ
て

し

根
本
的
な
問
題
の
解
決
と
市
民
お
き
ま
し
ょ
う
、
お
そ
く
と
も

｝
》
雪
鵬
》
針
奎
媚
準
跡
店
牽
徒

の
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
の
不

安
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

員
ノ
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
一
敵
権
暑
柵
諦
榊
唾
読
混
坐
塞
跨

明
る
い
豊
か
な
生
活
環
境
、
二
十
二
日
は
冬
至
で
す
、
一

住
み
よ
い
街
づ
く
り
と
、
恒
久
年
中
で
い
ち
ば
ん
昼
の
短
い
日

的
な
保
健
欄
祉
の
向
上
の
た
め

で
す
。
二
十
三
日
は
皇
太
子
誕

生
日
“
二
十
四
’
二
十
五
日
が

に
、
一
日
も
早
く
完
成
を
望
承

ク
リ
ス
マ
ス
と
な
り
ま
す
。

②
参
列
し
た
人
を
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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０
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Ⅱ
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』
９
０
勺
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ｊ
『
も
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■
尾
ｒ
『
ｑ
Ｊ
垂
、
■
・
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Ｉ
争
町
０
峰
■
０
守
甦
ｌ
■
巳
０
■
０
１
■
可
０
垂
■
０
勺
、
０
口
６
０
■
Ｌ
０
■
ｑ
０
４
ｑ
０
－
１
０
Ｃ
９
，
垂
９
０
や
も
り

ｑ
Ｆ
や
Ｐ
い
り
も
り
毎
〃
■
伊
令
Ｆ
巧
タ
甦
凸
七
■
■
ザ
ｑ
ず
姑
。
七
Ｆ
町
タ
■
ｐ
負
少
も
凸
宅
ク
セ
β
ｎ
Ｆ
。
■
、
ｐ
宅
ｒ
や
Ｆ
ｍ
Ｐ
も
丘
一
Ｆ
や
〃
屯
ヴ
■
ｐ
も
Ｊ
ｍ
ｐ
■
け

本
市
の
人
口
は
三
二
、
四
九
七
人

◇
さ
る
十
月
一
日
全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
“

幹
集
計
を
急
い
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
概
数
が
ま
◇

韓
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
る
本
市
の
人
口
は
三
万
“

◇
二
千
四
九
七
人
、
世
帯
数
七
千
六
三
〈
と
な
っ
て
お
り
、
◇

◇
三
五
年
の
国
勢
調
査
の
人
口
と
比
較
し
て
三
一
九
人
の
減
韓

斡
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
◇

一
潮
叫
ｕ
畑
刈
叫
一
昭
和
三
五
業
の
不
況
、
農
村
人
口
の
都
市

‐‐‐‐

！
‐
！

ｉ

一

年

の

国

勢

移

動

な

ど

に

よ

り

三

一

九

人

の

調
査
に
お
け
る
人
口
は
千
五
三
減
少
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

三
人
の
増
加
を
示
し
一
一
千
年
に
一

豊
神
が
易
訓
調
『
一
別
表
の

比

鮫

し

て

五

・

○

先

の

増

加

を

！
‐
！

！‐‐

地

域

別

示
し
た
本
市
の
人
口
も
石
炭
産
人
口
と
世
帯
数
の
表
か
ら
も
お

月
ｊ
錬
踊
確
珂
岬

伽
卸
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群
一
ワ
ワ
，
ｊ
７
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Ｏ
８

０
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９
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七
．
ぬ
り
句
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空
も
Ｆ
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Ｆ
ｎ
４
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り
、
Ｆ
宅
。
■
Ｐ
や
Ｊ
い
■
巳
Ｆ
ｈ
ｊ
勺
母
毛
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ｑ
Ｆ
ｑ
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少
、
Ｆ
も
タ
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Ｊ
ｑ

国
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わ
か
り
の
通
り
旧
高
萩
地
区
に
ま
す
と
五
五
五
世
帯
増
加
し
、

お
い
て
は
九
八
○
人
（
九
・
七
一
世
帯
当
り
の
平
均
人
口
は
四

％
）
の
増
加
を
し
て
い
る
に
も
・
二
六
人
と
い
う
構
成
を
示
し

か
か
わ
ら
ず
農
村
部
（
旧
高
岡
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
は
世
帯
分

松
岡
．
福
平
）
地
区
に
お
け
る
離
が
一
段
と
進
ん
で
、
い
る
こ

人
口
が
著
し
く
減
少
し
て
お
り
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
ら
の

ま
す
、
こ
れ
ら
の
姿
は
農
村
姿
は
全
国
的
傾
向
に
あ
り
ま
す

か

ら

都

市

へ

の

人

口

移

動

を

示

！
‐
…

１
１
…
，
！
！
…
…
．
！
！
．
…
．

す
も
の
で
あ
り
交
す
、
又
地
域
一
県
全
体
て
は
九
千
人
の
増
一

別
人
口
の
分
布
状
態
か
ら
ゑ
る

県
全
体
に
お
い
て
は
二
百
五

と
駅
東
地
区
か
千
七
四
一
人
の
万
六
千
一
三
六
人
で
前
回
に
比

増
加
を
示
し
て
い
る
事
は
本
市
べ
九
千
二
二
人
の
増
と
な
り

の
一
つ
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
世
帯
数
に
お
い
て
は
九
。
五
％

る
も
の
で
す
。

の
増
加
し
た
人
口
を
地
域
別
に

Ｉ
ヨ
出
静
当
四
獣
刀
‐
一
世
帯
み
る
と
常
磐
線
沿
線
で
勝
田
、

ｌ
‐
‐
！

‐
‐
‐
‐
‐
！

数

に

日

立

市

、

水

戸

取

手

と

県

境

の

お
い
て
三
五
年
と
比
較
し
て
み
古
河
市
方
面
だ
け
で
他
の
地
域
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叩
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岬
一
必

祠

夕

７

が
｜
岬

／
『

令 堂L f3r

県
内
十
六
市
の
う

ち
で
本
市
の
人
口
か

ら
ゑ
た
順
位
は
十
四

位
で
す
。

以
上
今
年
の
国
勢

調
査
の
集
計
か
ら
得

ら
れ
た
主
な
る
特
徴

を
あ
げ
て
ゑ
ま
し
た

が
、
終
り
に
こ
の
調

査
に
ご
協
力
を
戴
き

ま
し
た
調
査
員
さ
ん

や
市
民
の
み
な
さ
ん

に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
開
設

市
の
教
育
委
員
会
の
社
会
教

育
係
で
は
こ
の
ほ
ど
フ
イ
ル
ム

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
差
市
役
所
三
階

１
９

積
栫
〃
｜
半
３

面
Ｉ
Ｒ

ｊ激
季
叩

仏
式
１

礒
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△

ｊ
と
１
１
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紋
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斗
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酉
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‐

頚
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燗
ゞ
△５ｊ

口
玄
“Ｚ６

獄
刀
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一
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７
妓
綱２

似
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吋
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に
開
設
し
ま
し
た
、
こ
の
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
は
公
民
舘
用
、
社
会

教
育
用
、
学
校
教
育
用
の
視
聴

覚
教
秘
教
具
と
し
て
い
つ
で
も

無
料
で
貸
出
し
て
お
り
ま
才
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

Ⅱ
月
の
フ
イ
ル
ム
（
十
六
ミ

リ
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
備

え
て
お
り
ま
す
。

１
、
鐘
つ
き
仙
人
と
猪
が
り

２
、
直
子
の
感
傷

３
，
か
あ
ち
ゃ
ん
の
二
四
時
間

４
．
季
節
の
な
い
野
菜

５
、
ヤ
ッ
シ
ヤ
ハ
イ
ヘ
シ
シ

６
、
県
だ
よ
り

哩
月
屹
日
に
駅
伝
大
会

申
込
は
Ⅱ
月
知
日
ま
で
に

恒
例
の
高
萩
市
一
周
駅
伝
大

会
が
、
今
年
も
十
二
月
十
二
日

（
日
）
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
駅
伝
大
会
も
今
年
で
十

四
回
大
会
と
な
り
、
コ
ー
ス
も

大
き
く
変
更
し
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
高
校
の
部
は
五
区
間
、

中
学
の
部
十
区
間

◎
コ
ー
ス
Ⅱ
Ⅱ
市
役
所
か
ら
下

手
綱
、
北
組
公
民
舘
、
関
口

千
代
田
、
北
方
火
の
見
下
、

向
洋
炭
砿
前
を
経
て
、
市
役

所
、
高
浜
寮
、
小
石
川
折
返

し
二
七
・
三
キ
ロ
釜
す
。

◎
参
加
資
格
Ⅱ
Ｉ
市
内
に
居
住

し
て
い
る
者
、
叉
は
市
内
の

事
業
所
、
学
校
に
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
も
の
。

参
加
チ
ー
ム
は
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
駅
伝

係
へ
お
申
し
込
盈
下
さ
い
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

準
ｄ
ノ
。
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無
こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
一
房
器
具
が
た
く
て
は
く
い

◇
ら
せ
な
い
冬
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
火
災
も
急
に
ふ
え
て
◇

錘
ま
い
り
ま
す
。
火
の
こ
い
し
い
冬
ご
も
り
に
先
だ
っ
て
十
錨

◇
一
月
二
十
六
日
か
ら
一
週
間
、
十
二
月
二
日
ま
で
全
国
い
◇

榊
つ
せ
い
「
秋
の
火
災
予
防
週
間
」
が
行
な
わ
れ
室
す
。
◇◇

火
元
の
管
理
は
主
婦
の
受
持
い
る
状
態
な
の
で
本
来
の
任
務

ち
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
け
ま
が
完
全
に
果
せ
ま
せ
ん
の
で
、

せ
ん
、
家
族
全
員
で
気
を
つ
け
消
防
関
係
者
以
外
の
電
話
は
か

て
火
災
の
予
防
に
つ
と
め
ま
し
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

贈
圭
兵
ノ
。

昼
夜
の
別
な
く
見
張
を
続
行

も
し
火
災
が
発
生
し
た
ら
す

ぐ
一
一
九
番
へ
お
知
ら
せ
下
さ

消
防
署
で
は
昼
從
の
区
別
な

い
。

く
毎
日
見
張
り
を
続
け
て
お
り

消
防
署
で
は
火
事
の
通
報
を
ま
す
。
現
在
夜
間
は
交
代
時
以

受
け
る
と
才
一
出
場
（
市
内
分
外
は
電
灯
を
消
し
て
お
り
ま
す

団
）
を
通
報
し
、
火
災
の
状
況
が
こ
れ
は
見
張
効
果
を
よ
く
す

に
よ
り
矛
二
出
場
（
・
烏
名
、
秋
る
た
め
で
す
。
特
殊
双
眼
鏡
は

山
分
団
）
を
発
令
、
つ
、
つ
い
て
下
界
〃
か
明
る
く
見
え
る
様
に
な

矛
三
出
場
（
松
岡
分
団
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。
雷
灯
が
消
え
て

う
順
序
で
現
場
へ
急
行
す
る
こ
も
見
張
は
休
点
な
く
続
け
ら
れ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
て
い
ま
す
か
ら
ご
安
心
下
さ
い

消
防
將
員
は
火
災
の
涌
報
に

よ
り
現
場
に
急
行
し
ま
す
が
、

施
設
検
査
に
ご
協
力
下
さ
い

通
信
員
が
一
人
残
り
、
矛
二
、
火
災
予
防
の
査
察
の
た
め
に

矛
三
の
重
復
火
災
に
備
え
て
お
消
防
士
が
皆
さ
ん
の
工
場
や
、

り
ま
す
。
そ
の
他
の
施
設
な
ど
を
検
査
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
お
忙
し

火
災
発
生
の
と
き
の
問
ひ
合
い
と
き
と
は
思
い
ま
す
が
、
施

せ
の
電
話
は
一
」
遠
慮
下
さ
い
設
の
査
察
に
〉
」
協
力
下
さ
い
・

サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
市
内
各
な
お
現
荘
の
消
防
署
は
急
救

所
か
ら
の
問
ひ
合
せ
の
電
話
で
梁
務
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の

雑
踏
し
ま
す
が
、
火
災
現
場
の
で
連
絡
を
受
け
て
も
、
処
理
で

指
令
等
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
き
ま
せ
ん
、
こ
ん
な
と
き
は
高

ろ
通
信
員
は
一
人
で
担
当
し
て
萩
警
察
署
の
二
○
へ
。

秋
の
火
災
予
防
週
間
始
ま
る

Ⅵ
月
邪
日
か
ら
阻
月
２
日
ま
で

ス
ト
ー
ブ
、
石
油
コ
ン
ロ
、

電
気
器
具
の
取
扱
い
に
は
細

心
の
注
意
を
／
・

〃
火
事
″
こ
の
こ
と
ば
が
最
近

新
聞
に
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
、
市
内
で
も
二
件
の
火
災

が
発
生
し
て
、
尊
い
人
命
ま
で

も
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
恐

し
い
火
災
は
お
互
か
火
の
収
り

扱
い
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
く
に

ス
ト
ー
ブ
、
石
油
コ
ン
ロ
、
電

気
器
具
の
扱
い
に
は
細
心
の
注

意
か
大
切
で
す
。

◎
速
い
通
報
少
な
い
損
害

◎
火
事
は
最
初
の
五
分
間

◎
火
の
始
末
人
に
頼
る
な

ま
か
せ
る
な

伊

鍵

ｌ
無
料
ｌ

日
時
十
二
月
八
日
（
水
）

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

場
所
高
萩
市
役
所
三
階
大
会
議
室

相
談
内
容

相
続
や
扶
養
。
婿
姻
の
法
津

問
題
。
貸
借
問
題
。
境
界
農

地
問
題
ｕ
人
権
を
浸
害
さ
れ

て
い
る
問
題
。
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
法
津
問
題

相
談
担
当
者

弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

鄙
嘩
相
談
所
開
設

鏡
謝癖

’
1

＝新そなれ橋が完成＝

肥前町より関根川を経て高戸へ通ずる「新磯MIII僑」がこの

ほど完成しました。工事費に一千六百万円を投じたとの永

久橋は、全長48.8メートル、 「l･1 8･6メーi､ルの観光橋とし

て叉地域の開発に大きな役割を果たすことでしょう。

入
し
て
な
い
方
は

至
急
加
入
し
て
、
一
括
納
入

に
ご
協
力
下
さ
い
・

三
、
国
民
年
金
に
未
だ
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
将
来
に
悔

を
残
さ
な
い
よ
う
、
十
二
月

中
に
全
部
加
入
手
続
を
し
て

下
さ
い
。

異
動
届
も
忘
れ
ず
に
（
印
鑑

持
参
し
て
市
民
課
へ
）

一
、
国
民
年
金
の
才

Ｌ
１
Ｊ
Ｆ
ｌ
、
Ｄ
ぶ
げ
Ｌ
、
Ｂ
今

一
、
国
民
年
金
の
才

国民年金だより

四
、
拠
出
年
金
の
年
金
手
帳
の

三
期
（
十
、
十
一
未
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は

十
二
月
分
）
保
険
至
急
市
民
課
へ
提
出
ｌ
保
管

料
は
十
二
月
二
十
証
を
受
取
っ
て
下
さ
い
。

五
日
限
り
で
す
、

お
早
め
に
納
入
下
郵
便
貯
金
ご
協
力
を
／

さ
い
。
納
入
通
知
あ
な
た
が
お
預
け
に
な
っ
た

害
は
十
日
頃
発
送
郵
便
貯
金
が
再
び
あ
な
た
の
身

近
に
返
り
、
住
桑
よ
い
街
づ
く

し
ま
す
。

り
に
役
だ
て
ら
れ
て
お
り
ま
す

二
、
納
税
組
合
に
加
総
額
二
兆
四
千
億
円
を
こ
え
る

入
し
て
な
い
方
は
郵
便
貯
金
は
、
資
金
運
用
部
を

人
し
て
、
一
括
納
入
と
お
し
て
、
一
二
七
億
五
百
万

刀
下
さ
い
。
円
が
茨
城
県
に
融
資
さ
れ
、
住

年
金
に
未
だ
加
入
し
宅
の
建
設
、
道
路
の
確
備
な
ど

い
方
は
、
将
来
に
悔
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
広
範
囲
に

な
‘
い
よ
う
、
十
二
月
課
唖
訴
詑
硴
娠
酔
迩
惟
蓉
荷
魂

鄙
加
入
手
続
を
し
て
住
桑
よ
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
お
り

も
忘
れ
ず
に
（
印
鑑
ま
す
郵
便
貯
金
に
ご
協
力
下
さ

て
市
民
課
へ
）
い
。
（
高
萩
郵
便
局
）

§
灘

…

＝高萩中前の十字路に信号機＝

最近の交通量の増加にともなし､、国道六号線の高萩中学核

前交叉点に信号機設置の運動が進められておりましたが、

このほど総工事四九万円をかけて、設置されました。

-421-
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日
程
中
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
観
光

が
組
ん
で
あ
り
、
一
行
は
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
よ
り
空
路
バ
ッ
ハ
ロ

ー
ヘ
飛
ん
だ
。
バ
ス
で
二
時
間

程
ゆ
ら
れ
て
国
境
を
越
え
て
カ

ナ
。
夕
に
は
い
る
。
千
メ
ー
ト
ル

に
も
お
よ
ぶ
煙
の
立
ち
の
ぼ
る

の
を
み
た
、
こ
れ
こ
そ
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
の
水
煙
で
火
災
の
煙
と
も

見
ま
ぎ
ら
う
ば
か
り
、
ホ
テ
ル

に
着
く
と
各
目
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
滝
の
撮
映
に
出
か
け
た
、

世
界
第
一
の
滝
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ

ナ
イ
ャ
ガ
ラ
の
滝
は
エ
リ
湖

に
発
し
、
川
巾
約
二
粁
位
、
白

波
を
た
て
皇
流
れ
て
い
る
。
滝

へ
か
坐
る
と
や
上
峡
め
ら
れ
、

カ
ナ
ダ
側
に
七
八
○
米
、
ア
メ

リ
カ
側
に
三
百
米
と
わ
か
れ
て

落
下
す
る
、
高
さ
わ
約
五
十
米

位
で
折
か
ら
の
夕
日
が
水
煙
に

降
り
そ
Ｌ
ぎ
七
色
の
虹
の
弧
を

え
が
い
て
壮
観
極
ま
り
な
い
、

こ
れ
こ
そ
名
実
共
に
世
界
オ

ー
の
滝
で
あ
る
。

七
分
間
で
自
宅
へ
通
話

ホ
テ
ル
の
夕
食
の
時
は
こ
れ

ま
た
珍
し
く
電
灯
を
消
し
、
変

り
に
、
油
を
燃
し
、
う
す
暗
く

し
て
食
事
を
し
て
い
る
、
明
る

い
電
光
の
下
で
食
事
を
す
る
私

達
に
は
異
様
な
感
が
し
た
、
就

寝
前
自
宅
に
電
話
を
し
た
が
七

欧
米
を
旅
し
て
四

市
長
安
村
篤

分
間
で
通
じ
た
、
市
内
で
通
話

す
る
の
と
少
し
、
も
変
ら
な
い
。

地
球
の
裏
と
表
を
た
っ
た
数
分

間
で
つ
な
ぐ
の
で
あ
る
、
科
学

の
発
達
に
は
い
ま
さ
ら
な
が
ら

の
お
ど
ろ
き
で
あ
る
。

白
亜
の
建
物
と
樹
林
の
多
い

清
潔
な
都
ワ
シ
ン
ト
ン

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
は
世
界
屈

指
の
美
し
い
都
で
あ
る
、
合
衆

国
五
十
洲
い
ず
れ
の
洲
に
も
属

し
な
い
デ
ス
ト
リ
ク
ト
、
オ
ブ

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
に
あ
り
、
独
立
戦

争
後
首
府
は
一
三
１
ヨ
ー
ク
、

フ
イ
ラ
ヲ
ル
フ
イ
ア
に
移
さ
れ

た
が
、
合
衆
国
の
首
府
は
特
別

の
一
区
を
制
定
し
て
新
た
に
建

設
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
ジ
ョ

ー
ジ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
主
張
が

い
れ
ら
れ
て
現
在
の
場
所
が
選

ば
れ
た
、
都
市
計
画
は
フ
ラ
ン

ス
人
、
ピ
エ
ー
ル
、
ラ
ン
フ
ァ

ン
に
よ
り
な
さ
れ
、
初
代
大
統

領
の
名
ワ
、
〉
》
ン
ト
ン
と
名
付
ら

れ
た
。南
北
戦
争
の
時
何
回
と
な
く

南
車
の
猛
攻
の
前
に
危
う
か
っ

た
・
か
、
建
設
当
時
の
都
市
計
画

は
着
々
と
続
行
さ
れ
現
在
柔
ら

れ
る
よ
う
な
白
亜
の
建
物
と
樹

木
の
多
い
清
潔
な
首
都
と
な
っ

た
。
今
潤
の
ワ
シ
ン
ト
ン
は
人

口
七
七
万
人
を
擁
し
、
大
統
領

官
邸
を
初
め
、
あ
ら
ゆ
る
政
府

機
関
が
集
ま
る
世
界
政
治
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
市
長
は
い

な
い
、
三
人
の
委
員
が
行
政
を

扱
っ
て
い
る
、
こ
の
委
員
会
は

大
統
領
の
指
名
す
る
も
の
で
あ

り
、
外
に
市
民
よ
り
選
ば
れ
た

委
員
が
四
十
人
お
り
、
行
政
を

扱
っ
て
い
る
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の

人
口
七
七
万
中
、
五
七
％
が
黒

人
で
あ
っ
て
、
黒
人
問
題
と
は

真
剣
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
本
土
よ
り
三
分
間

の
日
本
放
送

ア
ジ
ア
局
長
室
に
は
新
聞
記

者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
待
っ
て
い

た
。
局
長
室
か
ら
日
本
の
郷
里

へ
の
挨
拶
を
放
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
、
い
づ
れ
も
三
分

程
度
み
な
思
い
思
い
に
テ
ー
プ

を
吹
き
込
ん
だ
、
ボ
イ
ス
、
オ

ブ
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
番
組
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
本
土
よ
り
放
送

さ
れ
た
、
こ
れ
を
駐
日
米
国
大

…墨

使
舘
で
録
音
を
し
、
日
本
の
ロ

ー
カ
ル
放
送
に
流
し
、
な
お
テ

ー
プ
は
各
関
係
市
役
所
に
送
っ

て
く
れ
た
。
こ
の
好
意
と
歓
待

ぶ
り
に
は
ま
こ
と
に
恐
縮
し
た

私
達
は
国
務
省
の
案
内
で
午
後

か
ら
市
内
の
観
光
に
出
か
け
た

ポ
ト
マ
ッ
ク
公
園
に
は
日
本

の
桜

ワ
シ
ン
ト
ン
は
碁
盤
状
及
び

放
射
状
に
道
路
が
走
り
街
路
樹

の
緑
に
飾
ら
れ
た
清
潔
の
首
都

で
連
邦
政
府
の
立
法
、
司
法
、

行
政
の
各
機
関
及
び
記
念
堂
が

た
ち
な
ら
び
そ
の
周
辺
に
は
ア

メ
リ
カ
民
主
主
義
発
展
史
上
の

一
里
塚
と
い
う
べ
き
多
く
の
重

要
な
史
蹟
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
を
短
時
間
で
見
学
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
主
な
る
も
の
を
あ
げ
る
と

造
幣
局
、
議
事
堂
、
ジ
エ
フ
ァ

ー
ソ
ン
記
念
舘
、
コ
ル
コ
ラ
ン

美
術
舘
、
リ
ン
カ
ー
ン
博
物
舘

国
立
美
術
舘
、
汎
米
協
会
、
ポ

ト
マ
ッ
ク
公
園
、
ワ
シ
ン
ト
ン

記
念
舘
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地

国
防
省
等
で
あ
る
。

ポ
ト
マ
ヅ
ク
公
園
は
ポ
ト
マ

ッ
ク
川
と
ワ
シ
ン
ト
ン
運
河
に

は
さ
ま
れ
千
三
百
平
方
粁
に
わ

た
る
公
園
で
園
内
に
は
リ
ン
カ

ー
ン
、
ジ
エ
フ
ア
ー
ソ
ン
両
記

念
堂
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
ト
レ

ー
ー
フ
ー
旅
行
者
用
宿
泊
場
な
ど

が
あ
る
、
な
に
よ
り
こ
の
公
園

で
有
名
な
の
は
桜
並
木
で
一
九

一
九
年
東
京
府
か
ら
ワ
シ
ン
ト

ン
市
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
東
京
市
長
で
あ
っ
た
尾
崎

行
雄
氏
の
発
案
に
よ
る
と
‐
い
わ

れ
て
い
る
。
毎
年
四
月
初
旬
に

は
桜
ま
つ
り
が
盛
大
に
催
さ
れ

パ
レ
ー
ド
や
桜
の
女
王
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
桜
は
老
木
で
は
あ
る
が
幹
も

太
い
し
枝
も
た
わ
Ｌ
に
の
び
緑

の
色
哨
濃
く
、
川
の
ほ
と
り
に

数
百
本
、
か
つ
葉
樹
と
共
に
茂

っ
て
い
た
、
出
発
以
来
二
十
日

近
く
も
な
る
の
で
ひ
と
し
お
郷

愁
の
念
に
か
き
た
て
ら
れ
た
。

ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
は
ポ
ト

マ
ヅ
ク
川
の
対
岸
に
あ
り
、
比

類
の
な
い
程
静
か
で
美
し
い
、

戦
股
者
墓
地
で
ワ
シ
ン
ト
ン
市

を
一
望
の
中
に
お
さ
め
る
高
台

に
あ
る
、
矛
一
次
大
戦
の
戦
死

者
の
墓
は
一
段
と
高
い
所
に
あ

る
。
墓
前
に
は
一
時
間
交
替
で

ケ
ネ
デ
ー
大
統
領
の
ね
む
る

ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
で
し
ば

し
の
瞑
目

昼
夜
護
衛
兵
が
戦
死
者
の
霊
を

守
っ
て
い
る
。
こ
の
外
南
北
戦

争
の
勇
士
も
ね
む
っ
て
い
る
。

一
段
低
い
所
に
は
一
昨
年
兇
弾
一

に
た
お
れ
た
ケ
ネ
デ
ー
大
統
領

の
ま
あ
た
ら
し
い
墓
が
あ
る
。
一

ま
だ
墓
碑
は
な
く
、
油
を
あ
か

ノ
、
と
も
や
し
参
詣
人
の
涙
を

さ
そ
っ
て
い
た
。
私
は
蕊
前
に
一

ぬ
か
づ
き
、
し
ば
し
め
い
目
し

碆
瞬
蒋
針
吟
頤
準
計
産
坤
酷
評
一

験
放
送
の
時
を
思
い
出
し
た
。

こ
の
実
験
所
は
大
高
先
生
と
誘

致
運
動
に
全
力
を
注
い
だ
結
果

建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

公
開
実
験
放
送
を
私
共
は
鶴
首

し
て
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
こ
の
才
一
回
の
受
信

に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
暗
殺
が

報
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
私
の

驚
僻
、
否
世
界
の
人
々
に
と
っ

て
全
く
の
晴
天
の
膵
歴
の
出
来

事
で
あ
っ
た
。

世
紀
の
大
政
治
家
ケ
ネ
デ
ィ

は
東
西
両
陣
営
の
冷
戦
の
氷
解

に
つ
と
め
、
世
界
の
平
和
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
。
ま
た
内
政

に
黒
人
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
解
決
に
努
力
し
た
、
そ
の
成

果
が
除
右
に
挙
っ
て
来
た
矢
先

ま
た
悲
し
患
も
ひ
と
し
ほ
で
あ

る
。

写
真
は
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地

／
・
・
…
：
．
＄
：
…
；
・
…
・
…
・
…
、

／
》
枢
月
の
納
税
は
《

》
固
定
資
産
税
（
才
三
期
）
”

“
国
年
民
金
（
矛
三
期
）
”

豐
一
十
五
日
ま
で
納
め
て
下
一

睡
さ
い
。

、
．
…
…
：
：
：
：
：
…
・
」
：
．
…
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